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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/25現在 

父島 

54.4/100 

母島  

76.6/100 

 

10月気象状況    （父島） 

最高気温   31.6℃ 

最低気温   23.0℃ 

平均気温   27.0℃ 

平均湿度   80％ 

月降水量   68mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,601人 

             父島      母島                

  人口      2,134人   467人 

  世帯      1,227    268 

                                               

    

本
年
の
父
島
は
、
少
雨
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
ダ

ム
系
有
効
貯
水
率
が
10
月
15
日
に
は
46
％
ま
で

低
下
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
９
日
に
は
62
％
ま

で
回
復
し
ま
し
た
が
、
再
び
減
少
し
始
め
て
お
り
、

25
日
現
在
、
54
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

例
年
11
月
中
旬
か
ら
12
月
前
半
ま
で
続
く
秋
雨

も
、
今
年
は
気
配
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。 

年
内
に
も
減
圧
給
水
の
目
安
と
し
て
い
る
45
％
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

年
末
年
始
を
迎
え
、
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
皆
様
に
は
改
め
て
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
な
お
、
今
後
貯
水
率
の
低
下
に
と
も
な
い
、
給
水

制
限
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
６ 

          

     

母
島
小
中
学
校
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
の
た
め
交
通

規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
12
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
15
分
～
午
後

３
時
10
分
ま
で 

《
予
備
日
１
》
12
月
15
日
（
木
）
同
時
刻 

《
予
備
日
２
》
12
月
16
日
（
金
）
同
時
刻 

 

【
コ
ー
ス
】 

《
４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
ス
タ
ー
ト 

 

 

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

《
１
・
２
・
３
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
５
分
ス
タ
ー

ト 

 

村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

 

※
小
学
１
・
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分

間
走
及
び
５
分
間
走
を
実
施 

 

●
問
合
せ
先 母

島
小
中
学
校 

３
―
２
１
８
１
～
２ 

 

   

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
12
月
10
日
（
土
）
に

母
島
で
開
催
し
ま
す
。 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

●
競
技
日
程
及
び
競
技
会
場 

  
 

     
 

                      

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）
２
―
３
１
１
７

ＮＯ．6６7 

平成 28年(2016) 

12/1(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 
 

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

 

母
島
小
中
学
校 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

 

第
34
回
父
母
交
流 ス

ポ
ー
ツ
大
会 

 

場 所 種目／時間 17

バドミントン 10:00 ～ 12:00

卓 球 10:00 ～ 12:00

バレーボール 12:30 ～ 15:30

小中グランド ゲートボール 11:00 ～ 12:30

テ ニ ス 10:00 ～ 13:00

野球（シニア） 12:30 ～ 14:30

野球（ヤング） 10:00 ～ 12:30

サ ッ カ ー 15:00 ～ 16:30

16

小中体育館

評議平運動場

10 11 12 13 14 15

※天候や海況等により変更になる場合があります。 

【イラスト】ときわ昊佑くん 
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【
日
時
】 

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
前
８
時
45
分 

 

※
荒
天
順
延
・
予
備
日
１
月
29
日
（
日
） 

【
会
場
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町 

【
部
門
】 

小
学
生
低
学
年

（
男
女

）

の
部

（
２
部

）

小
学
生
高
学
年

（
男
女

）

の
部

（
１
部

）

中
学
生
女
子
の
部

（
１

部

）

中
学
生
男
子
の
部

（
２

部

）

高
校
生
女
子
の
部

（
１

部

）

高
校
生
男
子
の
部

（
２

部

）

一
般
女
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
２
部

）

《
 
個
 
人
 

》

種
　
別

２
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

距
離 

《 

団 

体 

》 

 

同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞
上
位
５
名

の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
方
法
】
一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙

を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
12
月
１
日
（
木
）
～
平
成
29
年
１
月

６
日
（
金
） 

【
そ
の
他
】 

※
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了（
正
午
こ
ろ
）

ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
走
者
へ

の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】 

 
 

《
１
部
》
午
前
９
時
30
分
、《
２
部
》
午
前
10
時
15

分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

    

奥
村
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
が

完
了
し
ま
し
た
。 

こ
の
改
修
工
事
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
」

を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

            

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

    

プ
ロ
の
棋
士
に
よ
る｢

将
棋
教
室｣

を
開
催
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
日
） 

 

○
小
中
学
生
の
部 

 

午
後
２
時
～
４
時 

 

○
大
人
の
部 

 
 
 

午
後
５
時
～
７
時  

【
母
島
】 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館 

体
育
室 

《
日
時
》
12
月
20
日
（
火
） 

 

○
小
中
学
生
の
部 

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30

分 

 

○
大
人
の
部 

 
 

午
後
７
時
～
９
時 

【
参
加
方
法
】 

 

小
・
中
学
生
へ
は
、
学
校
を
通
じ
て
募
集
用
紙
を

配
付
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

大
人
の
部
に
参
加
希
望
の
方
は
。
教
育
委
員
会
ま

た
は
母
島
支
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
講
師
】 

 
 

中
田 

宏
樹 

棋
士 

八
段 

 
 

藤
森 

哲
也 

棋
士 

四
段 

 

【
主
催
】
公
益
財
団
法
人 

 

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団 

【
後
援
】
公
益
社
団
法
人 

 

日
本
将
棋
連
盟 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

     

【
実
施
日
程
】
12
月
15
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
２
―
３
１
１
３ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
16
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

    

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月19

日
（
月
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
日
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

第
44
回
小
笠
原 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス 

改
修
工
事
完
了 

 

将
棋
教
室 

 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
律
相
談 
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小
笠
原
村
の
中
学
生
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
小
笠
原
村
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
を
お
し
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

最
優
秀
賞 

３
年 

髙
瀨
陽
世 

優
秀
賞 

 

１
年 

嶋 

彩
芽 

 

【
母
島
】 

最
優
秀
賞 

２
年 

植
村 

花 

優
秀
賞 

 

１
年 

野
澤
ち
づ
る 

（
敬
称
略
） 

な
お
、
髙
瀨
陽
世
さ
ん
の
作
品
は
、
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
に
お
い
て
「
奨

励
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

      

法
人
や
個
人
の
事
業
主
で
、
平
成
28
年
中
に
給
与

や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
給
与
支
払
者
は
、
す
べ

て
の
給
与
受
給
者
（
臨
時
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
事
業
専
従
者
を
含
む
）
の
「
平
成
29
年
度
給

与
支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所

地
の
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
提
出
書
類
】 

①
「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」 

 

：
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
作
成
。
正
副
２
枚 

②
「
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」 

 

：
給
与
受
給
者
一
人
に
つ
き
正
副
２
枚 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
書
）」 

 

：
普
通
徴
収
の
給
報
が
あ
る
場
合
、
提
出
先
の 

 
 

市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

 

※ 

様
式
・
用
紙
サ
イ
ズ
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
た
に
、
③
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し 

 

た
（
村
民
だ
よ
り
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

  

作
成
は
、「
平
成
28
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」（
国
税

庁 

制
作
）
を
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
、
漏
れ
の
無

い
よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
給
与
支
払
報

告
書
」
の
作
成
や
提
出
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
が
、
村

の
窓
口
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

手
書
き
用
の
複
写
式「
給
与
支
払
報
告
書
」（
同
時
に
、

所
得
税
（
国
税
）
の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
作
成
で
き

ま
す
）
は
、
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要
な

種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
期
限
】 

 

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
） 

【
提
出
場
所
】 

 

平
成
29
年
１
月
１
日
（
日
）
現
在
で
、
受
給
者
が

居
住
す
る
住
所
地
の
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方
の
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
窓
口
は
、小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税

務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
28
年
中
に
退
職
し
、
退
職
時
に
村
内

に
住
所
の
あ
っ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
小
笠
原

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
村
へ
提
出
さ
れ
た
給
与

支
払
報
告
書
は
、
住
民
票
を
確
認
し
、
転
出
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、転
出
先
の
市
町
村
に
転
送
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
実
際
に
小
笠
原
村
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま

た
は
、
１
月
１
日
現
在
で
住
ん
で
い
た
も
の
の
、
住

民
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
住
民
票
で
確
認
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
際
は
、
住
民
登
録
地
や
雇
用
期
間
な
ど

の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
繁
忙
期
な
ど
に
、
内
地
に
お
住
ま
い
の
方

を
一
時
的
に
雇
っ
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
方
の
内
地

の
住
所
地
の
役
所
に
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

  

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動
（
転
勤
・
退

職
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
」
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

用
紙
や
手
引
き
な
ど
は
こ
ち
ら
か
ら 

   

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

      

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

 

【
募
集
期
間
】
12
月
１
日
（
木
）
～
12
月
21
日
（
水
） 

【
対
象
事
業
】 

・
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

・
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

・
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

・
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 

①
地
元
の
元
気
創
生 

 

②
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す 

る
事
業 

 
③
地
域
振
興
に
係
る
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業 

※
①
～
③
の
テ
ー
マ
は
平
成
28
年
度
限
定
で
対
象

事
業
に
追
加
さ
れ
た
内
容
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

・
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代 

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

・
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等 ・
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
） 

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
11
月
末
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

   

【
職
種
お
よ
び
人
数
】
任
期
付
介
護
員 

２
名 

【
申
込
締
切
】
１
月
５
日
（
木
） 

【
選
考
日
】 

１
月
14
日
（
土
） 

※
詳
し
く
は
選
考
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

選
考
要
項
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

  

 
 
 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の 

お
し
ら
せ 

 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
（
第
３
回
） 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 
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村
で
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
適

正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

調
査
は
、
主
に
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却

資
産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

●
問
合
わ
せ
先 

 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

            

12
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）
の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
は
、
12
月
26
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
４
日(

水)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

   

【
回
収
日
】
12
月
14
日
（
水
） 

 

粗
大
ご
み
回
収
日
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
で
す
。 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
役

場
建
設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(

水)

ま
で
に
、

必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 

      

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
平
成
29

年
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
ま
す
。 

な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
に
掲
示
し
、

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に
も

お
っ
て
掲
載
し
ま
す
。 

お
乗
り
間
違
え
の
な
い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

     

今
年
の
年
末
年
始
も
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣
立
ち
に
配

慮
し
た
上
で
、
点
灯
を
開
始
し
ま
す
。 

 

【
期
間
】
平
成
29
年
１
月
20
日(

金)

ま
で 

【
時
間
】
午
後
５
時 

～ 

午
後
10
時 

※
12
月
24
日(

土)

、
25
日(

日)

お
よ
び
31
日

(

土)

は
、
午
前
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

          

父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
の
生
徒
が
「
未
来
に
残

そ
う
青
い
海
」
を
テ
ー
マ
に
小
笠
原
の
海
を
描
い
て

く
れ
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
展
示
会
を
行
い
ま
す
の

で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
展
示
内
容
】 

 

平
成
28
年
度
小
笠
原
海
上
保
安
署
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
・
海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
示

会 【
展
示
数
】
61
枚 

【
展
示
期
間
】 

 

12
月
６
日
午
前
９
時
～
15
日
午
後
５
時 

【
展
示
会
場
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

   

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
詐
欺
被
害
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
商
品
購
入
前
に
、
必
ず
次
の
点

を
確
認
し
て
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

運
営
者
情
報
は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か 

 
 

所
在
地
は
、
本
当
に
あ
り
ま
す
か 

 
 

電
話
番
号
の
記
載
が
あ
り
ま
す
か 

２ 

振
込
先
は
、
店
の
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
か 

３ 

極
端
な
値
引
き
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

４ 

不
自
然
な
表
記
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

 
 

無
関
係
の
サ
イ
ト
名
・
ロ
ゴ
等
を
無
断
で
掲
載 

し
て
い
ま
せ
ん
か 

 
 

フ
ォ
ン
ト
や
日
本
語
が
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か 

５ 

サ
イ
ト
情
報
を
検
索
す
る
と
、
詐
欺
サ
イ
ト
に 

ヒ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
か 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

     

【
日
時
】
12
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２

 
固
定
資
産
税
の
現
地
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

今
月
の
個
人
住
民
税
等 

 
 
 

納
期
限
お
よ
び 

 
 
 
 
 

口
座
振
替
日 

 

 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収(

父
島) 

  
村
営
バ
ス
年
末
年
始
の
運
行 

 

年
末
年
始 イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

 

 

海
上
保
安
庁 

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会 

 

ネ
ッ
ト
詐
欺
・
被
害
急
増
中 

  

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で 

は
、
認
定
農
業
者･
認
定
就
農 

者
・
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す 

意
欲
的
な
農
業
者
を
対
象
に 

「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。 

 

【
内
容
】『
果
樹
の
産
地
育
成
・
ブ
ラ
ン
ド
化
』 

【
講
師
】
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所 

小
堺
恵
課
長

代
理 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
12
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時 

《
母
島
》
12
月
14
日
（
水
）
午
後
４
時
30
分
～
５

時
30
分 

【
場
所
】 

《
父
島
》
Ｊ
Ａ
直
売
所
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

  

       

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
行
な
い
ま
す
。
安
全

確
保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道

を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
午
前
11
時
終
了 

 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を

除
く
、
別
図
参
照
） 

【
作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

《
12
月
10
日(

土)

・
12
日(

月)

》 

①
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

《
12
月
５
日
（
月
）》 

 

④
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー
ト 

《
12
月
17
日
（
土
）》 

⑤
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７ 

    

免
許
を
保
有
す
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
及

び
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
方
は
、

関
係
法
令
に
よ
り
隔
年
の
12
月
31
日
現
在
の
氏

名
・
住
所
・
就
業
地
等
の
事
項
を
届
け
出
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
こ
の
実
施
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
期
限
】
平
成
29
年
１
月
16
日 

【
提
出
先
】
保
健
所 

※
届
出
用
紙
は
、
12
月
中
旬
頃
に
関
係
機
関
に
配
布

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２
―
２
９
５
１ 

      

【
委
嘱
期
間
】 

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で 

【
時
数
】 

３
時
間
（
日
曜
日
午
後 

※
月
１
回
で
も

構
い
ま
せ
ん
。） 

【
職
務
内
容
】 

学
校
図
書
館
に
お
け
る
本
の
貸
出
及

び
返
却
受
付
業
務
等 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

 
第
２
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー 

開
講
の
お
知
ら
せ 

 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の 

ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排
除
に
伴
う 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め 

 

医
療
従
事
者
の
届
出 

  

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

図
書
館
管
理
指
導
員
募
集 
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今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、計
測
の
み
を
希
望
の
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の
乳

幼
児 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
13
日
（
火
）
午
前
９
時
～
10
時
30

分
、
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

◎
母
島 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

  

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時 【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
※
雨
天
は
室
内
運
動 

【
持
ち
物
】 

歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
８
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

        

【
休
診
日
】
12
月
27
日
（
火
）
午
後 

～
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 
２
―
３
８
０
０ 

 

   

◎
小
児
科 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
12
日
（
月
）
午
後
２
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

  

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
19
日
（
月
）
～
22
日
（
木
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
24
日
（
土
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

※
予
約
制
に
て
実
施
し
ま
す
。
電
話
ま
た
は
ご
来
所

く
だ
さ
い
。予
約
の
受
付
は
平
日（
水
曜
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時
ま
で
で
す
。 

な
お
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の

実
施
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

定
期
予
防
接
種 

 

小
笠
原
診
療
所
（
歯
科
）
休
診 

 

 

専
門
診
療 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,169 等級 大人 小人

46,420 39,720 23,210 (-469) 4,110 2,060

(-2,180) (-1,860) (-1,090) 14,121 (+230) (+120)

33,520 26,820 16,760 (-437) 4,940 2,470

(-1,580) (-1,260) (-790) 12,990 (+280) (+140)

25,260 20,210 12,630 (-402) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-1,190) (-950) (-600) 1,520
22,170 17,740 11,090 (-47)

(-1,040) (-830) (-520) 1,131 8,593
等級 村民 村民小人 身障者 (-35) (+299)

38,040 19,020 23,210 8,056

(-1,790) (-900) (-1,090) (+280)

25,140 12,570 16,760 7,519

(-1,190) (-600) (-790) (+261)

18,950 9,480 12,630 861

(-890) (-440) (-600) (+30)

16,630 8,320 11,090 649

(-780) (-390) (-520) (+23)

小口
0.075t以下

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

小口
0.1t以下

村民割引

2等往復
3等品

8,000

特2等寝台

2等寝台

10,000特別室

12月の燃料油価格変動調整金

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

 

12
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
は
は
じ
ま
丸
乗
船
券
購
入
時
に
「
運
転
免
許

証
」
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 
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７
月
か
ら
８
月
に
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
島
嶼
会
館
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
各
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

皆
様
か
ら
の
ご
期
待
に
応
え
で
き
る
よ
う
、改
善
・

努
力
し
、
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合（
島
嶼
会
館
２
階
） 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

      

12
月
恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
出
店

者
お
よ
び
寄
付
物
品
を
募
集
し
ま
す
。 

ま
た
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

申
込
不
要
で
す
。
当
日
９
時
か
ら
準
備
可
、
売
上
の

一
部
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
４
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
２
時

ま
で 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 

    

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
平
成
29
年
２
月
26
日
（
日
） 

【
申
込
期
間
】
12
月
19
日
（
月
）
か
ら
１
月
25
日

（
水
）
ま
で 

【
受
験
料
】《
３
級
》
２
５
７
０
円 

《
２
級
》
４
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】《
父
島
》 

商
工
会
館
会
議
室 

《
母
島
》 

村
民
会
館
会
議
室 

 
 

な
お
、申
込
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

      

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
日
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30

分
頃 ②

12
月
31
日
（
土
）
午
後
９
時
30
分
～
翌
午
前

１
時
頃 

③
１
月
１
日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時

頃 ※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
17
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
ほ
か 

【
時
給
】
１
千
円
～
１
５
０
０
円 

【
募
集
締
切
】
決
定
次
第
、
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

          

「
有
人
島
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
対
策
に
か
か
る
行
政

連
絡
会
」
で
は
、
父
島
や
母
島
の
ネ
ズ
ミ
の
密
度
を

下
げ
て
い
く
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
次
の
と
お
り
一
斉
防
除
の
試
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
期
間
】
12
月
５
日
～
９
日 

【
エ
リ
ア
】
奥
村
地
区 

【
実
施
者
】
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、
小
笠
原

諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
小
笠
原

支
庁
、
小
笠
原
村 

【
実
施
内
容
】
官
公
有
地
内
に
お
け
る
カ
ゴ
わ
な
に

よ
る
ネ
ズ
ミ
捕
獲 

近
隣
の
住
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
別
途
詳
細

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
ネ
ズ
ミ
の
増
加
へ
の
対
策
は
、
ま
ず
は
皆

さ
ま
の
自
主
防
衛
が
大
切
で
す
（
詳
し
く
は
６
月
の

村
民
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。自
主
防
衛
の
支
援

と
し
て
農
地
で
使
用
す
る
殺
鼠
剤
の
購
入
補
助
や
カ

ゴ
わ
な
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 
２
―
３
１
１
１ 

   

【
12
月
の
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
12
月
24

日
～
平
成
29
年
１
月
８
日
の
間
は
毎
日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間

～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】「
南
島
展
」「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
」

開
催
中
！ 

【
講
演
会
】 

｢

西
之
島 

vs 

鳥
類 

小
笠
原
最
大
の
戦
い｣ 

《
日
時
》
12
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
講
演
者
》
川
上
和
人
（
森
林
総
合
研
究
所
） 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
主
催
》（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

      

母
島
で
、
西
浦
な
ど
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
の
簡
易
な
講
習
と
入
林

申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
講
習
の
対
象
者
は
、

村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ

る
方
に
限
り
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
に
は
講
習
修
了
と
入
林

申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が

必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
ま
た
は
、
パ

ス
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。 

 【
日
時
】
12
月
20
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

 

簿
記
検
定
の
実
施 

 

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催 

 

島
嶼
会
館 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
各
戸
配
布 

 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト 

大
募
集 

 

奥
村
官
公
有
地
内
で
ネ
ズ
ミ
一
斉

防
除
の
試
行
を
実
施
し
ま
す 

  

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林 

 

受
付
及
び
簡
易
講
習
（
新
規
・ 

 

更
新
）
の
実
施 

  

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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【
必
要
な
も
の
】 

 
講
習
会
当
日
に
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
証
明

で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）
及
び
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
別
途
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で

す
。
村
民
向
け
簡
易
講
習
終
了
後
に
講
習
受
講
が
可

能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
父
島
で
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
ま
す
の

で
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

          

来
年
度
の
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
向
け

利
用
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

①
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
す
る

方 ②
①
を
受
講
し
た
方
お
よ
び
陸
域
ガ
イ
ド
の
方
で
東

平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー 

(

Ｓ
Ａ) 

の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教

育
指
導
者
と
し
て
利
用
す
る
方 

 

【
受
付
期
間
】
平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）
～
20
日

（
金
）
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で 

※
正
午
～
午
後
１
時
半
を
除
く 

【
受
付
方
法
】
希
望
の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
講
習
会
当
日
は
、
18
歳
以
上(

平

成
28
年
４
月
１
日
現
在)

で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き

る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

【
受
付
窓
口
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
・
小
笠
原

諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
、
国
有
林
課 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更
新
）】 

《
新
規Ⅰ

》
２
月
21
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
５

時
30
分 

《
更
新Ⅰ

》
２
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
５

時
30
分 

《
更
新Ⅱ

》
２
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
５

時
30
分 

【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・

更
新
）】 

《
新
規
》
２
月
21
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時 

《
更
新
》
２
月
10
日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時 

◎
母
島
会
場
：
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

【
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者（
新
規
・
更
新
）】 

《
講
習Ⅵ

》
２
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
５

時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

    

昨
年
の
12
月
に
開
か
れ
た
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
国
際
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
採
択
さ
れ
た「
パ

リ
協
定
」
を
、
今
年
11
月
に
日
本
政
府
と
し
て
正
式

に
締
結
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
と
将
来
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
転
換
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の

増
加
、
気
温
上
昇
に
よ
る
氷
河
の
融
解
な
ど
多
方
面

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
態
系
の
変
化

な
ど
の
危
機
に
直
面
す
る
自
然
遺
産
が
地
球
規
模
で

出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
小
笠
原
に
と
っ
て
も
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

小
笠
原
村
だ
け
で
、
日
本
や
世
界
全
体
の
目
標
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ン
パ
ク
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
の
一
人
ひ

と
り
の
行
動
で
目
に
見
え
る
成
果
も
出
や
す
い
と
い

え
ま
す
。
例
え
ば
、
島
内
で
の
発
電
電
力
量
は
、
皆

さ
ん
が
使
っ
て
い
る
電
力
の
量
を
映
し
出
す
一
つ
の

目
安
に
な
り
ま
す
。 

                

 

平
成
23
年
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
観
光

客
や
人
口
が
増
え
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
電
力
量
の

大
き
な
増
加
は
な
く
、
む
し
ろ
年
に
よ
っ
て
は
微
減

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
日
々
の
心
が
け
や

行
動
の
結
果
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

           

世
界
自
然
遺
産
の
管
理
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
、

地
域
連
絡
会
議
及
び
科
学
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
検

討
し
ま
す
。
会
議
は
公
開
で
開
催
し
、
皆
様
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
15
日
（
木
）
午
後
４
時
～
６
時 

 

【
会
場
】
村
役
場
Ａ
会
議
室
（
父
島
） 

母
島
村
民
会
館
（
母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域 

（
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
林
内 

歩
道
２
）
の
「
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境 

教
育
指
導
者
向
け
」
利
用
講
習
会 

 

 

人
と
自
然
と
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
村
を
目
指
し
て 

 

 

管
理
計
画
改
定
作
業
部
会
・ 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定
Ｗ
Ｇ
の 

合
同
開
催
に
つ
い
て 
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世
界
自
然
遺
産
の
適
正
な
管
理
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

特
に
、
地
域
連
絡
会
議
で
は
、
地
域
と
共
生
し
た

世
界
遺
産
管
理
を
目
指
し
て
、
暮
ら
し
に
身
近
な
課

題
に
つ
い
て
も
、
地
元
関
係
者
を
交
え
て
議
論
を
行

う
予
定
で
す
。 

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
な
お
、
父
島
の
会
場
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、

満
室
の
場
合
別
室
で
の
傍
聴
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
22
日
（
木
） 

（
科
学
委
員
会
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分 

（
地
域
連
絡
会
議
）
午
後
４
時
～
６
時 

【
会
場
】
村
役
場
会
議
室
Ａ
・
Ｂ
（
父
島
） 

母
島
支
所
会
議
室
（
母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４ 

 

     

10
月
20
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
進
化
生
物
学

と
ク
モ
を
研
究
し
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の

ギ
レ
ス
ピ
ー
教
授
が
来
島
し
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｏ

Ｆ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

～
現
代
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、進
化
の
島

で
な
に
を
見
る
？
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
世
界
の
島
々
の
進
化
の
物
語
」
と
題
し
た
基
調
講

演
で
は
、
同
大
学
の
大
学
院
生
ア
ダ
ム
ス
氏
の
分
か

り
や
す
い
通
訳
の
も
と
、
そ
も
そ
も
島
と
は
何
か
か

ら
始
ま
り
、
ハ
ワ
イ
を
例
に
し
た
海
洋
島
の
変
化
と

生
物
進
化
、
そ
し
て
、
ハ
ワ
イ
諸
島
に
生
息
す
る
お

尻
に
顔
の
模
様
が
あ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
イ
ス
ス
パ

イ
ダ
ー
」、さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
小
笠

原
の
ク
モ
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

同
時
開
催
さ
れ
た
企
画
展
で
は
、
陸
産
貝
類
の
生

体
展
示
や
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
、
虫
へ
の
愛
が
詰

ま
っ
た
パ
ネ
ル
、
東
平
の
森
を
模
し
た
展
示
、
高
校

生
に
よ
る
川
や
干
潟
に
す
む
生
き
物
の
生
体
展
示
な

ど
、
様
々
な
形
で
小
笠
原
の
生
物
や
取
組
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

講
演
会
だ
け
で
も
、
母
島
で
は
70
名
、
父
島
で
は

１
３
０
名
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
大
変
盛
況
で
し

た
。
世
界
か
ら
見
た
小
笠
原
の
魅
力
が
皆
さ
ま
に
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

             

ま
た
、
滞
在
中
に
は
兄
島
や
弟
島
、
父
島
東
平
、

母
島
南
崎
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
地
元
の

人
に
よ
る
生
物
解
説
や
取
組
紹
介
、
さ
ら
に
ク
モ
探

し
を
通
じ
た
村
民
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

今
月
の
18
日
か
ら
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
展
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
や
開

催
報
告
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

        

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が 

や
っ
て
来
た
！！
」 

  

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
初
ク
ジ
ラ

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
、
昨
年
よ
り
10
日
ほ

ど
早
い
11
月
２
日
。
嫁
島
の
西
沖
で
、
お
が
さ
わ
ら

丸
か
ら
２
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
の
連

絡
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
９
日
と
16
日
に
も
、

お
が
さ
わ
ら
丸
か
ら
の
発
見
情
報
が
続
け
て
入
っ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
事
業
者
の
方
か
ら
は
、
17

日
に
弟
島
の
西
側
海
域
で
の
発
見
情
報
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま

り
で
す
。 

 

そ
ろ
そ
ろ
父
島
や
母
島
の
展
望
台
か
ら
も
確
認
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
速
、
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「
鯨

の
ぼ
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
一
足
早
い
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
毎
年
12
月
か
ら
５
月
末
ま
で
、
定
点

観
測
を
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
行
い
ま
す

(

荒
天
時
や
海
況
不
良
の
と
き
は
中
止)

。 

 

こ
れ
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
次
の
よ
う
な
自
主
ル

ー
ル
に
基
づ
く
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
奨
励
し

て
い
ま
す
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ

る
際
は
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観
察

で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
】 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
を
減
速
水
域
と
す
る
。 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら

侵
入
し
な
い
。 

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

            

 
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会 

お
よ
び
地
域
連
絡
会
議
の 

開
催
に
つ
い
て 

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
５
周
年
記
念 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

第
１
弾 

開
催
報
告 
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◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
二
十
貝
「
い
ざ
往
か
ん
、
我
ら
が

楽
園
へ
」 

  

あ
な
た
は
石
灰
岩
に
浪
漫
を
感
じ
ま
す
か
？ 

無
論
、
私
は
感
じ
る
側
の
人
間
だ
。
別
に
岩
石
フ
ェ

チ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
石
灰
岩
地
で
は
往
々
に
し

て
特
殊
な
マ
イ
マ
イ
が
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

多
く
の
巻
貝
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
殻
を
背
負
っ

て
い
る
が
、
そ
の
材
料
は
外
か
ら
取
り
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
海
中
と
違

い
、
陸
に
住
む
マ
イ
マ
イ
は
苦
労
が
多
い
。
そ
ん
な

陸
上
で
不
足
し
が
ち
な
成
分
に
恵
ま
れ
た
石
灰
岩
地

に
マ
イ
マ
イ
が
集
う
の
は
道
理
と
い
え
よ
う
。
や
が

て
そ
こ
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
、
固
有
種
と
な
る
も

の
も
現
れ
る
。
実
際
に
母
島
の
石
門
で
は
、
母
島
に

現
生
す
る
在
来
陸
貝
の
約
七
割
に
相
当
す
る
三
十
三

種
が
生
息
し
て
お
り
、
中
に
は
石
門
固
有
種
も
存
在

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
灰
岩
地
は
種
数
も
個
体
数

も
豊
富
な
マ
イ
マ
イ
楽
園
（
パ
ラ
ダ
イ
ス
）
と
な
り

や
す
い
の
だ
。 

 

さ
て
、
も
う
一
つ
小
笠
原
の
石
灰
岩
地
と
し
て
名

高
い
の
が
南
島
だ
。
今
で
こ
そ
乾
燥
し
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、
南
島
か
ら
見
つ
か
る
多
様
な
化
石
は
か
つ

て
の
楽
園
ぶ
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
き
っ
と
以
前
の

南
島
は
、
現
在
と
は
全
く
違
う
景
色
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。 

        
 
 
 
 
 

   

              

【
文
】
森
林
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員 

和
田
慎
一

郎 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・

高
橋
海
里 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
187 

―
ふ
化
調
査
も
終
盤
で
す
― 

  

今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
、
８
月
中
旬
に
ほ
ぼ

終
わ
り
を
迎
え
、
９
月
５
日
、
母
島
列
島
の
姉
島
に

お
け
る
産
卵
が
最
後
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
産
卵
さ
れ
た
卵
か
ら
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
海
に
帰

る
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
も
11
月
上
旬
に
は
ほ
ぼ
終
了
と

な
り
、
12
月
と
１
月
は
次
の
繁
殖
期
ま
で
「
ウ
ミ
ガ

メ
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
」
と
な
り
ま
す
（
し
か
し
島
周
り

に
は
ウ
ェ
ン
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
未
成
熟
個
体
が
年
間

通
し
て
一
定
数
い
る
の
で
、
全
く
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
ら

れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。 

 

そ
ん
な
中
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
は

ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。「
産
卵
が
終
わ
っ
て
い
る

の
に
ま
だ
調
査
す
る
こ
と
が
あ
る
の
？
」
と
質
問
さ

れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
産
卵
調
査
が
終
わ

っ
た
ら
次
は
ふ
化
後
調
査
の
始
ま
り
で
す
。
ふ
化
し

た
後
の
卵
を
全
て
掘
り
出
し
、
子
ガ
メ
の
ふ
化
し
た

数
や
食
害
の
数
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。
平
均
百
個

の
卵
を
全
て
掘
り
返
し
て
状
態
ご
と
に
仕
分
け
て
計

数
し
て
い
く
の
で
、
ふ
化
後
調
査
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
産
卵
が
終
わ
り
島
に
冬
が
来
よ

う
と
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
も
カ
メ
調
査
は
続
い
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

産
卵
調
査
で
は
、
産
卵
巣
の
数
か
ら
現
状
の
母
ガ

メ
の
数
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
ふ
化
後
調
査
で

は
将
来
的
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
数
を
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
調
査
も
継
続
し
て
デ
ー
タ
を
取

り
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
調
査
結
果

は
小
笠
原
に
来
遊
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
数
の
動
向
を
知

る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

世
界
遺
産
５
周
年
を
迎
え
て 

 

～
小
笠
原
ふ
し
ぎ
発
見
！
～ 

 
 

５
年
前
、
日
本
中
が
東
日
本
大
震
災
で
沈
ん
だ
気

分
の
中
、
小
笠
原
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は

人
々
が
訪
れ
て
み
る
と
、
小
笠
原
の
自
然
の
価
値
は

分
か
り
に
く
く
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
な
い
単
な
る

南
の
島
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。
し
か
し

５
年
後
の
今
日
は
違
い
ま
す
。「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」が
、

小
笠
原
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
魅
力
を
人
々
に
語
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
で
も
進
化
や
生
態
の
新
た
な

不
思
議
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
小
笠
原
の
価
値
は
ま

だ
増
え
て
い
ま
す
。 

価
値
を
脅
か
す
大
き
な
問
題
と
し
て
、
外
来
種
問

題
は
依
然
深
刻
で
す
。５
年
間
対
策
を
し
て
き
て
も
、

駆
除
が
困
難
な
外
来
種
が
い
た
り
、
新
た
な
外
来
種

が
見
つ
か
っ
た
り
、
あ
る
外
来
種
を
駆
除
す
る
と
別

の
外
来
種
が
増
え
る
な
ど
の
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

海
洋
島
の
外
来
種
対
策
は
難
し
く
、
諸
外
国
で
も
同

じ
よ
う
に
苦
労
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
参
考

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
で
こ
の
５
年
間
の
成
果
も
誇
る
べ
き
も
の
で

す
。
例
え
ば
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
こ
れ
ほ
ど

増
え
た
の
は
、
少
な
く
と
も
戦
後
に
は
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
科
学
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
島
の
価
値

の
新
た
な
発
見
、
外
来
種
問
題
の
解
決
の
た
め
に
科

学
的
な
側
面
か
ら
島
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
執
筆
担
当
】
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
科
学
委

員
会
委
員
長 

大
河
内 

勇 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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クジラ：1 日の適量…思っていたよりも少ないですね！  

保健師：お酒が好きな方には、適正量が少ないと感じる方もいらっしゃると思います。強いお酒は

薄めて飲んだり、食事と一緒に飲む工夫をして、適正量を意識してみてはいかがでしょう

か。また、休肝日を週 2 日以上は設けるなど、肝臓を労ってあげてくださいね。 

クジラ：そうですね、適量を意識して、楽しい 1 年を迎えようと思います！ 

 

例えば… 

ビール中瓶(20ｇ)を 2 本 

 

日本酒 1 合(22ｇ) 

＝約 62g の純アルコール量になり、 

多量飲酒となります。 

 

お酒の適量＝1 日平均純アルコール約２０ｇ(２５ml) 

                                 

        

                         

                                 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＜純アルコール量の目安＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表を参考に、1 日に純アルコールが 20g を越えない量が適量です。 

女性や高齢者は、アルコール分解能力が低いと言われていますので、これらより少量の飲酒をおすすめします。 

 

 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 ２ ０ ２ 号― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

お酒の効用を、医学的な面から裏づけるデータがあります。 

適量のお酒を適正に飲んでいる人は、お酒を全く飲まない人や大量に飲む人に比べ、

死亡率が低いのです。これを示すグラフの形から「J カーブ効果」と呼んでいます。 

適度な飲酒が健康を増進することは、酒の種類によらず、認められています。 

しかし、このカーブが右にずれるほど、すなわち酒量が増えるほど、害が増加するこ

とも忘れてはいけません。 

12 月から 1 月にかけて、お酒を飲む機会も多い時期だと思います。 

昔から「酒は百薬の長」といわれ、適量であれば、精神や健康にもプラスとなります。しかし、適量を越えてしまうと、

健康を損ねるだけではなく、周りとの関係性にまで影響しかねません。今回は、楽しく年末年始を迎えられるように、

適度な飲酒について、ご紹介したいと思います。 

 
適度な飲酒で、いい効果！？ 

過 度 な 飲 酒 量 は ど の く ら い ？  

1 日の適量は、どのくらい？ 

 多量飲 酒 は“ 1 日 平均 純 アル コ ール で 約 ６ 0g(７ 5ml)以 上 ”
と言 わ れて い ます 。多量 飲 酒者 は 健康 への 悪 影響 の みな らず 、
ア ル コ ー ル 依 存 症 な ど の 精 神 問 題 や 仕 事 上 の ト ラ ブ ル な ど の
社会 的 問題 を 引き 起こ す 恐れ が あり ます 。  

適 度 な お 酒 の 量 と 、 自 分 の 体 質 を 自 覚 し な が ら 、 楽 し く 健
康的 に お酒 を 楽し みま し ょう 。  
 

 

お酒の種類と量
ビール中瓶1本

500ｍｌ
日本酒 1合

180ml
ウィスキー・ブランデー

ダブル　 60ml
焼酎１合
180ml

ワイン1杯
120ml

アルコール度数 5% 15% 43% 35% 12%

純アルコール量 20ｇ 22ｇ 20ｇ 50ｇ 12ｇ



シロアリ対策事業申込〆切 電話による無料法律相談

シロアリ対策事業（母島～2日） 村ノヤギ排除（父島）

桑ノ木山アカギ駆除 教育委員会

第2回インフルエンザ（父島） 都ノヤギ駆除（父島）

　　　　　出港日 　　　　　入港日

将棋教室（父島）

東京三弁護士会法律相談（母島）

小笠原高校図書館開放

福祉バザー（父島） 産婦人科専門診療（父島～22日）

小笠原高校図書館開放 母島巡回労働相談

東京三弁護士会法律相談（父島）

シロアリ対策事業（父島～８日） 小笠原村職員申込〆切（保健師）

都ノヤギ排除（父島） 国有林指定ルート入林講習（母島）

奥村ネズミ防除（～９日） 将棋教室（母島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

海上保安庁図画展示（～15日） 地域振興補助事業募集〆切

世界自然遺産地域科学委員会・地域連絡会議

定期予防接種

　　　　　出港日 　　　　　入港日

第2回インフルエンザ（父島） 産婦人科専門診療（母島）

母島小中学校ロードレース大会

父母交流スポーツ大会（母島） 簿記検定申込〆切

都ノヤギ排除（父島） 小笠原高校図書館開放

固定資産税・後期高齢者医療保険料納期

小笠原高校図書館開放

　　　　　入港日 　　　　　出港日

小笠原村議会第4回定例会本会議 診療所歯科（父島）休診（～１月５日）

都ノヤギ排除（父島）

小児科専門診療（父島）

乳幼児健診歯科健診（父島）

農業セミナー（父島） クリーンセンター予約最終〆切

小笠原村議会第4回定例会本会議

村民相談

粗大ごみ回収（父島・年内最終）

農業セミナー（母島）

乳幼児健診歯科健診（母島）

ヘルスアップ教室（父島）

小児科専門診療（母島）

　　　　　出港日 　　　　　入港日

世界自然遺産管理計画改定会議

粗大ごみ回収（母島・年内最終）

行政相談

カウントダウンイベント
31 土

木 30 金

29 木

15

14 水

13 火 28 水

12 月 27 火

11 日 26

25 日

月

土

金9 24 土

23 金8

10

木

水 22 木

21 水

7

火

6 火

5 月 20

4 日 19 月

3 土 18 日

金 17 土

16 金

2

1 木

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

天皇誕生日

旗

12/26 (月) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

12/27 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 飲料缶 平常通り

◎ 12/29 (木) 休 休 休 休 平常通り 平常通り 金属 事前予約分のみ

◎ 12/30 (金) 休 休 休 休 平常通り 全域収集 びん・ペットボトル 事前予約分のみ

△ 12/31 (土) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

○ 1/1 (日) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (月) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (火) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

1/4 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 全域収集 飲料缶 平常通り

1/5 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 金属 平常通り

村 営 バ ス

12/26 (月) 平常通り 平常通り

12/27 (火) 平常通り 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (木) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 12/30 (金) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

△ 12/31 (土) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　 12月29日（木）～1月３日（火）のダイヤは、

○ 1/1 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　各停留所に年末に掲示いたします。

◎ 1/2 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　●村営バス問合せ先

◎ 1/3 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　村営バス営業所　　２―３９８８

1/4 (水) 平常通り 平常通り 　産業観光課　　　　２―３１１４

1/5 (木) 平常通り 平常通り

12/26 (月) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休

12/27 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (木) 休 休 休 休 休

◎ 12/30 (金) 休 休 休 平常通り 平常通り

△ 12/31 (土) 休 休 休 休 休

○ 1/1 (日) 休 休 休 休 休

◎ 1/2 (月) 休 休 休 平常通り 休

◎ 1/3 (火) 休 休 休 休 平常通り

1/4 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

1/5 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 休

父島
クリーンセンター

（持ち込み）

平常通り
利用申込は

12月28日ま
で

奥村運動場

診療所

扇浦・奥村
交流センター

資源回収
（コンテナ）

評 議 平
運 動 場

地域福祉
センター

診療所

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

焼却ごみ
収    集

扇浦線 循環線

資源回収
（コンテナ）

村民会館

平常通り
利用申込は
12月2８日

まで

情報
センター

焼却ごみ収集
・生ゴミ回収

村役場

母島支所

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課
（２―３１１５）への申請が必要です。年内にクリーンセンターへの
持ち込みを希望される方は、１２月28日（水）までにお申し込みく
ださい。※ごみの回収は、１月４日（水）から平常どおりとなります。

年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。なお、診療所での急患対応は、年末
年始を問わず１１９番で取り扱います。村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

父島

母島


